The Lepidopterological Society of Japan 


14 xt Li TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 26, No. 1 1975 





HABE Cystidia 属 と Planociampa E OYE? 





佐 藤 HD K+ b m 35 H 
新潟 市 横尾 4792-2・ 川 崎 市 多摩 区 登戸 1917 


Larvae of Japanese Cystidia and Planociampa 
(Lepidoptera: Geometriidae; Ennominae)” ? 


RIKIO SATO and HIDEO NAKAJIMA 





JEAE40 23 ESO EIT BS SPER ITIL, 新しい 知見 が 続々 発表 きれ て いる . 筆者 ら も カギ バ ガ 科 や 
シャ ク ガ 科 な ど に つい て 研究 し 発表 し て きた . シャ ク ガ 科 に つい て は , 分 類 学 的 研究 の 第 一 歩 と し て 幼虫 の 食 樹 の 
解明 に つと め , ARE] © RAE] な ど に 発表 し , さら に 1974 年 まで の エダ シャ ク 亜 科 幼 虫 の 食 樹 の 記録 は 
総括 し 現在 投稿 中 で ある (「 日 本 産 シ ャ ク ガ 科 食 草 目録 1 」 BORA, suppl 2). 本 科 幼 虫 の 研究 喝 は と の 「 食 草 
目録 」 の 中 で 述べ た の で 本 報 で は ご どく 簡単 に 記す に と ど め た い . 

わが 国 の 旧 類 幼虫 を 本 格 的 に 研究 し た の は 長野 菊次郎 が 最初 で ある . し か し それ 以前 に も 名 和 靖 , 小貫 信 太郎 ら 
が 食 樹 や 幼生 期 に つい て 発表 し て いる . 長野 は , 1909 年 か ら 1915 年 に か け て , シロ フ ア オ シャ ク , ミス ジ ツ マキ リ 
エグ ダシ ャ ク , ホシ シャ ク な ど 計 10 種 に つい て , 生活 史 や 幼生 期 の 形態 を 発表 し た . その 後 1925 年 と 1927 年 に は , Th 
活 が ヨ ツ テン アオ シャ ク , ウン モン オオ シロ ヒメ シャ ク な ど 6 種 の 幼生 期 に つい て 発表 し た . また 1930 年 頃 か ら 
は , 河 還 党 が 成虫 の 分 類 学 的 研究 と 共に 幼生 期 の 形態 や 生活 史 を 研究 し 発表 し て いる . 「 日 本 昆虫 図 第] (1932. 
JERARD , [OAM Basic! (1959. 北 隆 館 ) に は , 食 草 の 記録 や 形態 の 記載 を 行ない , 幼虫 の 写真 も 多数 発表 し 
た . 1950 年 代 に 入る と , 熊倉 正昭 が 木 科 を 専門 に 幼生 期 の 研究 を 開始 し , 食 草 目録 (1956 年 ) を 作成 する と 共に , 
分 類 学 誰 研究 を 発展 させ た . 1969 年 に は 「 原 色 日 本 峨 類 幼 躍 図 鑑 ( 下 ) 」 (保育 社 ) が 出版 され , 山本 義 丸 に より 
40 種 の 幼虫 に つい て カラ ー 写 真 を 付 し て 記載 が な され た . 

以上 が わが 国 に お ける 本 科 幼 虫 の 研究 史 の 概要 で ある が , と の 他 に も 佐々 木 忠 次 郎 ・ 松 村松 年 ・ 井 上 定 ・ 氏 家 武 
を は じ め と する 多く の 研究 者 に よる 食 樹 や 幼生 期 に 関す る 報告 が ある . 1968 年 頃 か ら 筆 者 ら も 研究 を は じ め , TC 
に 佐藤 は , Abraxas, Synegia, Calothysanis な どの 属 に つい て , 分 類 学 的 知見 を 発表 し た . 食 樹 に つい て は , 新知 見 
を その 都度 報告 し て きた . 現在 エダ シャ ク 亜 科 は 278 種 中 169 種 (86022) の 食 樹 が 明らか (に な っ て いる が , fto 
亜 科 の 調査 は 非常 に 遅れ て いる . 分 類 学 的 な 研究 は , エダ シャ ク 亜 科 を 含め て すべ て と これ か ら と いっ て さしつかえ 
な い . 

筆者 ら は 以上 の よう な 状況 に か ん が み , 今後 日 本 産 シ ジャク ガ 科 幼虫 の 分 類 学 的 研究 を 共同 で 進め , 主として 属 単 
位 で その 結果 を 報告 し , 将来 本 科 の 系 統 分 類 を 完成 させ る た め の 一 助 と する と と に し た . 第 1 報 と し て , 比較 的 よ 
く 知 られ て いる Cystidia, Planociampa の 両 属 を , それ ぞ れ 佐藤 と 中 島 が 担当 し 記載 する . 

木 報 で は 原則 と し て 十分 に 成長 し た 終 齢 幼虫 に つい て 記載 する . 前 胸 ・ 中 胸 ・ 後 胸 は , それ ぞ れ TI, T2, T3 C, 
腹 節 は Al—AI0 で あら わす . 頭 部 ・ 胴 部 の 刺 毛 の 名 称 は , 基本 的 に は Hinton (1946) に し た が う . また 肛 上 板 
(anal shield ) ・ 尾 脚 上 の 東毛 の 名 称 は , Dugdale (1961) に し た が う . た だ し Al—AT 各 節 の 刺 毛 L2 の BIE 
方 に み ら れ る 本 科 に 特徴 向 な 138, Hinton に よっ て 命名 され て お ら ず , と れ ま で 研究 者 に よっ て いろ いろ な 呼 





















































1 佐藤 (SATO) : 日 本 産 シ ジャ ク ガ 科 幼 虫 の 記載 , I. (Descriptions of the larvae of Japanese Geometridae, I.) 
2 中 (NAKAJIMA) : 日 林産 シ ャ ク ガ 科 幼 虫 の 研究 , 1. (Studies on the larvae of Japanese Geometridae, I.) 
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び 方 が な され て いる . 刺 毛 の 相同 性 を 考慮 し て 正しい 名 称 を 決め る 必要 が ある が , 本 報 で は 一 応 Dugdale (1961 ) 
に し た が っ て L4 の 名 称 を 使用 し て お きた い . 
x と 入る に 先立ち , 日 頃 か らい ろ い ろ 御 指導 いた だ いて いる 井上 寛 , TZUEBE, 熊倉 正昭 の 各氏 に 深く 感謝 する 
C, 研究 材料 を 提供 し て 下さ っ た 桜井 精 , 竹中 英雄 の 両氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 




















Cystidia 属 の 幼虫 


Cystidia 屈 は わが 国 (C 3 種 を 産 す る . 井上 (1942) は , いわ ゆる トン ボ エ ダ シャ ク ” に 2 種 あ る と と を 幸 じ , 
Wehrh (1933) に よっ て 横浜 か ら 記録 され た C. stratonice Cramer トン ボ エ ダ シャ ク の 近似 種 truncangulata 
Wehrii に 対し て ヒロ オビ トン ボ エ ダ シャ ク の 和 名 を 新しく つけ た . 一 方 幼虫 に 関し て は , couaggaria ウメ TRY 
ャ ク が , ウメ ・ モ モ ・ サ クラ な どの 害 了 虫 と し て 著名 で あり , 幼虫 の 図 や 写真 も 古く か ら 示 され て いる GAN, 1899 ; 
佐々 木 , 1902 : KFS, 193373 E). トン ボ エ ダ シャ ク と ヒロ オビ トン ボ エ ダ シャ ク に つい て は , 前 述 の 事情 に よ 
MN NOS C MD M M 高橋 , 193075 £) は 再 確認 を 必要 と 
する . た だ し 木下 (1932) は , トン ボ エ ダ シャ ク 幼 虫 に は 色彩 | に 2 型 あ り と 明記 し て お り , その 2 型 が まさ に トン 
ボ エ ダ シャ ク と ヒロ オビ トン ボ エ ダ シャ ク に た 相当 する と と は , 彼 の 記 衣 か ら 明 ら か で ある . また 同時 に 示さ れ た 幼 
貝 の 図 は , ヒロ オビ トン ボ エ ダ シャ ク に 外 な ら な い . 

ABO 3 種 を 正しく 同定 し て 幼虫 の 記載 を お と な っ た の は 石沢 (1956) が 最初 で ある . その 後 河田 (1959) は 白 
BEML, 山木 (1969) は カラ ー 写 真 を そえ て 3 種 の 体 色 斑 紋 を 記 幸 し , 外部 形態 に も 簡単 に ふれ て いる . 











Genus Cystidia Hübner, 1822 


頭 部 un 前 頭 は 幅 と 高 さ が ほぼ 同じ . BUTTE REIS AT k o TWINS & o E SUJETS & 
の が ある . 単眼 1 6 は ほぼ 等 間隔 に 配列 し , 大 き さ に も 明瞭 な 差 は み ら れ な い . WE Pl は P2 の 内 方 に ある . 
HE Pl c, piii- iu c AF2 と の 位置 関係 は 種 に よっ て 異な る . WE Fl id Fa と ほぼ 同 じ 
高き か どく わずか に 上 方 に ある . WE AF1 は FL より AF2 に 近い . WE A2 (X, Fl の や や 上 方 に あり ,A3 は 
AF] の や や 下方 に , LI は A3 の 明らか に 上 方 に ある . WE 01 は 単眼 2 お よび 3 か ら 等 距離 に ある . 

Ag 上 大 中 央 の 切れ と こみ Cabral emargination) は 約 1/2 . 表面 の 刺 毛 M1, M2, M3 は 一 直線 上 に な く , M2 
を 頂点 と する 鈍 角 三 角形 を 形成 する . HMO HAINE (cpipharyngeal seta) の うち , 最 内 側 の も の (EPI) は 
FERDO DR ORN TEET. 大 腸 は 9 本 の 末端 歯 を も ち , 外側 の 第 1~ 3 歯 が 大 きい . 第 4 歯 以降 内 側 に い 
くに し た が っ て 小さ く な る . 内 歯 を 欠く . 吐 糸 管 の 長 さ は 基部 の 幅 の 約 2 倍 で , 先端 に いた る まで ! oe 
CHS. hd FBSOKIUECAS2, 末端 刺 毛 の 先端 は し えな い . 小腸 の 端 部 (terminal lobe) に は , 270 
乳頭 状 構造 (papilla-like structure) が み ら れ る が , ほぼ 同じ 大 き さ で , 種 に よる 差 も !( s 

胴 部 細長 く 円 筒 形 で , 後方 で や や 太く な り , A8 背面 は わずか に 隆起 し て いる . A6 の 他 に AS icity NS 
も ち , 種 に よっ て は さら に A4 に も 痕跡 的 な 上 腹 脚 を 残し て いる 個体 も み ら れ る . A4 A5 の 腹 脚 の 存在 は 本 届 の 著 
し い 特 徴 で ある . WEH, 胸部 の XD, L, SV の 各 刺 毛 群 は 比較 的 長い が , 他 の も の は 短小 で ある . TI OF 
XD1 は , DI の わずか に た 腹 方 に , XD2 は D2 の わずか に 背 方 に ある . TI OF SDI と L2, T2, T3 ONE 
SD1 は 織 細 . T2, T3 Oi D2 は , DI DHK CHV, SD2 は D2 の 後 腹 方 に ある . SV WH, TI で 2 
A, T2, T3 で は 1 本 で ある . MEORE SD1 は , 気 門 の 背 方 に 位置 し , Al, A6, A7, A8 に お いて は , KINKY 
わずか に 前 方 ( 頭 方 ) に ある が , A2—A5 各 節 で は 明らか に 前 方 に ある . 微小 刺 毛 SD2 は 気 門 の 前 方 に あり , 気 
門 の 中 央 の 高 さ に 位置 する . WEL は , Al で は 気 門 の 直後 方 に あり , A2~A8 各 節 で は 後 腹 方 に ある . WE L2 
は 気 門 の 前 腹 方 に ある が , AC~AB 各 節 で は 個体 に よっ て , 気 門 の 本 腹 方 に 位置 する も の か ら , 明らか に 前 方 に 位 
置 す る も の まで 変異 が み ら れ る . WE L3 は AI~AT 各 節 の 最後 方 で , L2 の 腹 方 に ある . WE L4 は , Al 一 AA6 各 
ficii, LI~L3 間 で 両 刺 毛 の 腹 方 に ある . A7 で は L3 と 近接 し , ほぼ 同じ 高き さ に 生じ る . SV SES Al で 
2 本, A2—A5 で A6 で は 腹 脚 上 に 713 本 , A7—A9 で 1 本 で ある . Al で は 刺 毛 SV2 eRe, SVI, 
SV3 は VI と 共に ほぼ 一 直線 上 に ある . A2—A5 各 節 で は , SV] の 前 腹 方 に SV2 を 加え る . 各 刺 毛 の 位置 関係 
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(に は, 種 に よる 差 が み ら れ る が , 個体 変異 も あり 注意 を 要する . な お truncangulata Cli, A4, A5, A7 の 各 節 に お 
OT, さら に SV3 と 相同 と 考え られ る 過剰 刺 毛 を 生ずる 個体 が ある . A6 腹 脚 側面 の SV 東毛 の 数 は , 各種 と も 
個体 変異 が 大 きく , 左右 で 数 の 異な る 個体 も 多い . 釣 爪 は 長短 二 型 で 中 央 部 で は 痕跡 的 と な り , 震 状 突起 に よっ て 
分 けら れる . 数 は 中 央 部 に 痕跡 的 な も の が 1215 本 , 左右 に 15 一 18 本 ずつ 数 えら れる . 気 門 の 長径 は , Tl お よび 
A8 の も の が Al の 約 1.2 倍 長 , 肛 上 板 は 先端 円 味 を お びる . 左右 の 刺 毛 D2 間 の 距離 は , L1 一 D2 WORK e A 
C. WE DI は SDI の 尾方 に ある . HEM (subanal shield) は 尾 脚 の 刺 毛 CD] を 生ずる 隆起 の 後方 に まで の 
び 先 端 は 失 る . RN LOWE CD2 は , L3 より L2 に 近い . 刺 毛 CPI と CP2 は LI の 背 方 に 位置 する . Ll, 
L2, L3 は ほ ば 等 間隔 に な ら び , MLI (sensory pore) の 位置 は , L2 と L3 の 間 で 種 に よっ て 若干 の ちがい が あ 
る . 

種 問 の 相違 は , 頭 部 で は 刺 毛 PI と AF2 id Ute ARCEM LOMERA, MNAO DD pn 
方 , 胴 部 で は 体 表 の 性 状 , A4 の 痕跡 的 腹 脚 の 有無 , A2 の SV 刺 毛 の 位置 関係 , EALO MLI の 位置 な ど に 見 
出さ れる . 





Cystidia stratonice stratonice Stoll トン ボ エ ダ シャ ク (Fig. 1) 


体長 約 40mm. 

1. 外部 形態 

頭 部 : 頭 由 は 高き の 約 0.80 倍 . 副 前 額 縦 線 は 明瞭 . XXE Pl は , AF2 より 上 方 に 位置 する . 胴 部 : 価 表 は な め ら 
か . AS に 微小 な 腹 脚 を 有 し , ARORA. 本 環状 に 並ぶ . 所 検 標本 12 個 体 中 6 個体 に お いて A4 (こも 左右 に 痕 
跡 的 な 腹 脚 が み ら れ た . PAIL 6 本 認め られ た . A6 腹 脚 外側 面 の SV HERES, 所 検 12 個 体 で 7 一 11 本 まで 変異 
が あり , 左右 同数 が 8 頭 , 1 本 だ け 差 の ある も の が 4 頭 で も っ た . A2 OMIT SV2 は , SVI—VI を 結ぶ 線 か ら 
明らか に 前 方 に ある . A3 と A4 の SV 刺 毛 群 の 位置 関係 は , 基本 的 に は 同じ で ある が , SV2 の 位置 が A4 で は 
や や 前 方 に ある . 特に At に 痕跡 的 な 腹 脚 を そなえ る 場合 は , 明瞭 に 前 方 に ずれ る . HRM AO SRI C で は 過剰 刺 毛 
を 生ずる 個体 は な か っ た . 尾 脚 上 の MLI は , WE L2 と L3 の ほぼ ば 中間 に ある . 

2. 体 色 斑紋 

頭 部 寺 色 で 側面 に 白色 の 1 条 走 る . 胴 部 黄色 で 背面 , 側面 , 腹面 の 両側 に , 各 節 1 ケ ず つの 長方形 の 黒 斑 を な ら 
NB. た だ し 胸部 お よび A 以降 で は や や 形 が くず れる . 気 門 黒色 . 胸 脚 黒色 . 腹 脚 ・ 尾 脚 は 基部 の 一 部 に 地 色 を 
残し て あと は 黒色 . 肛 上 板 は 地 色 と 同じ で 1 小黒 斑 を と も な う . di) RB. 

3. 所 検 標本 
角田 山 (新潟 県 湊町 ): 28.V.1969 (1 個体 ), 30.V.1972 (1); 湯 の 谷 村 (新潟 県 ): 26.V.1973 (3); 胎内 (新潟 















































EJUSD: 12.V.1974 (65; 以上 佐藤 採集 、 多摩 丘陵 (東京 都 ): 12.V.1963 (1) PEIRE. 食 樹 は すべ て ツル ウ 
AE Tap 


4. 生態 に 関す る 知見 

食 樹 と し て は 次 の 2 種 が 記録 され て いる が , 筆者 ら は ツル ウメ モドキ 以外 か ら 得 た と こと は な い . 

食 樹 (Host plants): Cerastrus orbiculatus Thunb. ツル ウメ モドキ (ニシ キ ギ 科 ) (熊倉 , 1956), Philadelphus 
Satsumi Sieb. バイ カウ ツ ギ (スイ カズ ラ 科 ) (竹中 , 1959), 

年 化 で 新潟 県 に お いて は 5 月 下旬 6 EAC Uc Ue s. 越冬 態 は 卵 と 推測 され る が 確認 
され て いな い . 


Cystidia truncangulata Wehri ヒロ オビ トン ボ エ ダ シャ ク (Figs. 2, 3) 


体長 約 40mm. 

1. 外部 形態 

頭 部 : 頭 幅 は 高 さ の 約 0.85 倍 . MAREKAKE. HAE PI は , AF? の 下方 で 中 終 線 と 前 額 疑 線 の 会 合点 と は 
ば 同じ 高 さ か わずか に 下方 に 位置 する . 胴 部 : 体 表 は な め ら か . AS 微小 な 腹 用 を 有 し , BORD 12-15 
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環状 に 並ぶ . A4 に 腹 脚 を も た な い . A2 の 刺 毛 SV2 
は SVI—VI を 結線 か ら わ ず か に 前 方 に ある . A4, 
A5, A7 各 節 の SV 東毛 の 数 に は か な り の 変異 が ある . 
個体 に よる ちがい の みな ら ず , 左右 で 異な る 個体 も 多 
v. 所 検 し た 20 個体 の SV 東毛 の 数 を 表 1 に 示し た . 
A4 の 過剰 刺 毛 は , SV3 の 前 方 に 近接 し て 生ずる . と 
れ は 20 個 価 中 4 頭 見 出し て いる が , 左右 共生 じ て い る 
の は 1 個体 し か な か っ た . A5 の 場合 も 同様 の 位置 に 
生じ て いる が , 20 頭 中 18 頭 に 認め られ , 左右 両側 に 生 
ずる も の が その うち 12 頭 , さら に も う 1 本 を 加え SV 
HEIE SHO SOC AMIOA) & 1 頭 検出 し て いる . 
と の よう に A5 で は 3 刺 毛 の も の は むし ろ 稀 で ある . 
A7 OSEE, 20 個 体 中 10 個 体 に 見 出さ れ た . SVI 
の 前 背 方 に 近接 し て 生ずる 短小 な 刺 毛 で ある . さら に 
1 刺 毛 を 追加 し , SV REE 33060 (片側) も 1 頭 
検出 し て いる . また AG の 腹 脚 側面 上 の SV 東毛 の 数 
(に も 大 き な 変 異 が あり , 最低 9 本 か ら 最 高 13 本 まで 見 
出さ れ た . し か も 20 頭 中 , 左右 同数 の も の は わずか 3 
HT, 他 の 個体 で は 1~2 本 の 差 が 認め られ た . 個体 























Table 1. 


Condition of subventral setae on 4th, 5th 


and 7th abdominal segments of 20 larvae of Cystidia 


truncangulata. 





Setose 


No. of larvae 





4th abdominal segment 
3 on both sides (ーーーー… 
4 on both sides 上 ーーーーーー… 


3 on one side, 4 on the other........... 


5th abdominal segment 

3 on both sides ............... esses 
4 on both sides .............. esses 
3 on one side, 4 on the other........... 


4 on one side, 5 on the other........... 


7th abdominal segment 

1 on both sides ーーーー 
2 on both sides ーーー… 
1 on one side, 2 on the other........... 


2 on one side, 3 on the other........... 


sesto 





(て より , RCO, さら に 左右 よっ て SV 東毛 の 数 が 異な る 例 は , Dugdale (1961) に よっ て 報告 され て い 


る . ニュー ジー ラン ド 産 の Selidosema suavis 


が あり , 左右 不 対 称 の も の も 多い . 


(IEY y ZER Cli, ALAS で SV3 刺 毛 の 数 に 0 一 4 の 変異 
と の 例 で は , SV1, SV2 の 数 は それ ぞ れ 1 本 と 考え られ る の で , SV WEF L 


し て は , 最高 6 北 の も の まで 存在 する と と に な る . な お SV 東毛 以外 で も , A6 の L2 刺 毛 が 2 本 生じ て いる 個体 
を , 20 頭 中 4 頭 (うち 2 頭 は 左右 共 ) 見 出し て いる . kN EO MLI (e L2 と L3 の ほぼ 中 間 に あ る . 


2. 体 色 斑紋 





頭 部 円 佐 で 頭頂 部 と 前 頭 の 下方 お よび 単眼 域 は 黒色 . 
(て 黒 斑 を 並べ , A5 また は A6 以降 で は , 各 環 人 節 で 4 ケ の 小 斑 (分 か れ て いる . 


胴 部 も 白色 で 胸部 と A6 以降 は や や 
胸部 で は 側面 に 2 黒 斑 , 





&falkz-d30 25. 





背面 
胸 脚 基部 


に 1 黒 斑 , 腹面 に 1 黒 斑 と 明瞭 に 分 れ て いる . 腹部 側面 に は 基線 部 に いた る まで 5 本 の 填 斑 列 が み ら れ る . UA 
t. 胸 脚 , 腹 脚 は 地 色 と 同様 で 先端 は 軒 色 . 尾 肢 も 同様 だ が 先端 と 共に 外側 向 に も 填 弄 を と も な う 


と 同様 で , LUNET SD. 亜 尾 板 も 地 色 と 同じ . 
3. 所 検 標本 


HS Gores ASHY) : 10.V.1969 (5 個体 ) : fig (新潟 県 


. TERS 


ZSM) : 13.V.1973 (2), 24.V.1974 (2), E% ik (新潟 


WAZH) :24.V.1974 (2) 弥彦 山 (新潟 県 弥彦 村 ) : 14.V.1974 (3); 土合 GHE) : 3.VL1973 ( 2) 5 以上 佐藤 


採集 . 多摩 丘陵 (東京 都 ) : 12.V.1963 (1 ; 中 島 採集 . 御殿 場 市 GHR) + 26.V. 1957 (3 ) : repaid. 


樹 は すべ て ツル ウメ モドキ . 
4. 生態 に 関す る 知見 


食 樹 と し て は 次 の 2 種 が 記録 きれ て いる が , 筆者 ら は ツル ウメ モドキ 以外 か ら 得 た と と は な い . 
食 樹 (Host plants) : Celastrus orbiculatus Thunb. ツル ウメ モドキ (熊倉 , 1956), Euonymus Sieboldianus Blume 


マユ ミ (竹中 , 1959), 共に ニシ キ ギ 科 ). 


な お ツル ウメ モドキ か ら 得 た 亜 終 齢 幼虫 3 頭 に マユ ミ を 与え て みた が 全く 摂 食 し な か っ た . 


食 


野外 に お ける マ ュ ユミ 


食 の 再 確認 が 必要 で あろ う . 年 1 化 で 前 竹 と ほ と ん ど 同 じ 周 年 経過 で ある . 卵 越冬 と 推測 し て いる が 前 種 同様 確証 


は な い . 
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Cystidia couaggaria eurymede Motschulsky ウメ エダ シャ ク (Fig. 4) 


体長 約 35mm. 

1. 外部 形態 

頭 部 : 頭 幅 は 高き の 約 0.82 倍 . 副 前 額 総 線 は 明瞭 . XE PI lk, AF2 は も ちろ ん の と と, 中 疑 線 と 前 額 疑 線 の 会 
合点 より も 明らか に 下方 に 位置 する . 胴 部 : 表面 に は 横 じ わ が 多く , 特に 各 環 節 の 後半 部 で 顕著 で ある . A5 に th 
小 な 腹 脚 を そなえ , 022—15zkO0$8)[0E SFO. A4 に も , さら に 痕跡 的 な 腹 脚 を 常に そなえ て いる . WNI 8 本 . 
両 節 共 , 後方 の 鍋 爪 が 前 方 の も ゃ の に 比 し て 長い . A2 OWE SV2 は , SV1 一 VI を 結線 か ら わ ず か に 前 方 に あ 
る (truncangulata と 同様 ) . A4 の SV2 は , stratonice LMM, AB に お ける 位置 より 前 方 に ずれ る . AG 腹 脚 外 
側面 の SV WERI, 10 個 体 中 4 個体 で 7 本 , 残り は 8 本 で , すべ て 左右 同数 で あっ た . A4 AS, A7 (C 過剰 刺 毛 
を 有する 個体 は 全く 見 出し て いな い . 尾 脚 上 の MLI iz, Wo pice L2 より L3 近接 し て 存在 する . 

2. 体 色 斑紋 

頭 部 玩 色 で 顔面 に 太い 白色 条 が 横 に 走り , さら に 頭頂 左右 に 細い 白色 条 が 縦走 する . 前 者 は 胴 部 の 気 門下 線 に , 
後者 は 忠 育 線 に 連続 する . 胴 部 黒色 で , TR. 亜 背 線 , 気 門 上 線 , 上 腹 線 は 黄色 の 点 列 . 各 環 節 の ほぼ 中 央 で 各線 
間 を 連絡 する よう に ひろ が り , BÉ SU co25. 気 門 黒 色 . MARE. EHA, 尾 脚 は わずか に 黄色 部 を 残し て 
neti, 肛 上 板 は 黄色 で 1 小黒 斑 と , 左右 2 ケ の 微小 な 黒 斑 を と も な う . 

3. 所 検 標本 

MULL GERK) : 6.V.1962 (4 個体 , 食 樹 ボケ ) : 軽井沢 (長野 県 ) : 19.V.1974 (2, ズミ ) 以上 中 島 採 集 . 同 
所 : 2.VILI972 (1, X3) : 佐藤 採集 . WAL (新作 渡 呈 ) : 15.V.1973 (3, ウメ ) ; BIRRE. 

4. 生態 に 関す る 知見 

次 に 示す よう に 7 科 17 種 に わた っ て 食 樹 が 記録 され て いる . 
fis (Host plants) : Pinus densiflora Sieb. et Zucc. アカ マツ (マツ 科 ) (宮田 ・ 小 沢 , 1967) . Carpinus laxiflora 
Blume アカ シ デ (カバ ノ キ 科 ) (熊倉 , 1956) . Quercus serrata Thunb. コナ ラ (ブナ 科 ) (宮田 , 1970). Prunus 
Mume Sieb. et Zucc. ウメ (佐々 木 , 1902) , P. persica Bétsch. モモ , P. salicina Lindley スモ モ , P. armeniaca 
L. FYR, Malus pumila Mill. リンゴ (以上 佐々 木 , 1911), M. Sieboldii Rehd. ズ ミ (宮田, 1965), Pyrus pyrifolia 
Nakai var. culta Nakai ナシ (数 井 , 1924), Chaenomeles lagenaria Koidz. ボケ (佐々 木 , 1902), Pourthiaea villosa 
Decne. var. laevis Stapf. カマ ツ カ (竹中 , 1959) (以上 バラ 科 ) . Celastrus orbiculatus Thunb. ツル ウメ モドキ , 
Euonymus Sieboldianus Blume マユ コミ (Z, 1911) (以上 ニシ キ ギ 科 ). Styrax japonica Sieb. et Zucc. エゴ ノ キ 
(エゴ ノ キ 科 ) (桑名 , 1911). Viburnum dilatatum Thunb. ガマ ズミ (佐々 木 , 1902), Weigela coraeensis Thunb. ハコ 
ネ ウ ツ ギ (竹中 , 1959) (以上 スイ カズ ラ 科 ). 

年 1 化 で , 新潟 県 (佐渡 島 ) で は , 5HTA8-—67] LAC eA, 前 2 種 と 同様 に 葉 間 に 営 蘭 し 遇 化 する . 越冬 
態 に つい て は , 卵 と いう 報告 ( 矢 後 , 1935 な ど ) と , 幼虫 と いう 報告 (松村 , 1932 ; 山本 , 1969 な ど ) が ある . 地 
方 に よっ て 異な る と と も 考え られ る が , 筆者 ら は 確認 し て いな い . な お 長野 ・ 群 馬 ・ 福 島 ・ 山 形 な ど 隣 県 に 普通 に 
産 する 木 種 が , 新潟 県 の 本 土 内 で は 極め て 稀 (採集 例 は 津川 町 の 1 SDA) で ある と と は 興味 深い . 佐渡 島内 に は 
普通 に 産 す る . 
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E の 検索 表 


l. WOME Pl は , AF の みな ら ず , 中 縦 線 と 前 額 終 線 の 会 合点 より も 明らか に 下方 に ある . 価 上 表面 に 多く の 
横 じ わ を も つ . A4 CORHI ZEUE SEAS. EWED MLI は 明らか (CC L2 より L3 IIE. oe. 
RE Lu C. couaggaria eurymede 

I’, ERORE Pl は , 中 総 線 と 前 額 縫 線 の 会 合点 と ほぼ ば 同じ 高 さ か , 明らか に 上 方 に ある . 体 表 は な め ら か . A4 
の 痕跡 的 腹 脚 は 常に ある と は いえ な い . 尾 脚 上 の MLI は , L2 と L3 の ほぼ 中 間 に あ る . e 2 
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2. SAMBORA Pl は , AF? の 上 方 に 位置 する . 副 前 額 縫 線 は 明瞭 . A2 の 刺 毛 SV2 は , SVI—VI を 結ぶ 線 か 








ら 明らか に 征 方 ( 頭 方 ) に ある . A4 Ua 的 な 腹 件 脚 を も つと と が ある rieira C. stratonice siratonice 
2. WOJE Pl は , AF? の 下方 に 位置 す 副 前 額 縫 線 は 不明 瞭 .A2 opt SV2 は , SV1 一 VI を 結ぶ 線 
か ら わ ず か に 前 方 に ある . A4 に は 腹 en COR LS Cr "iade eed re E Bt e EL C. truncangulata 

E3 E め 


LEAR CLA ARE Cystidia 属 3 種 の 幼虫 に つい て 記 理 し , その 異同 を 明らか に し た . 体 色 斑紋 に 明らか な ち が 
い が み られ る の で , 種 の 同定 その も の に は 全く 問題 は な い . 外部 形態 に お いて は , A5 Ic 腹 脚 を 痕跡 的 に 残し て 
いる と と は 本 届 の 著しい 特徴 で あや る. ウメ エダ シャ ク に お いて は , さら に A4 に も 常人 痕跡 的 な 腹 脚 を 有 し , トン 
ボ エ ダ シャ ク で は 個体 に よっ て 有する も の も ある . し か し ヒロ オビ トン ボ エ ダ シャ ク は 和 常に 欠い て いる . SERA 
は 基本 的 に 変り は な い が , e 個体 に より また 環 人 節 の 左右 に よっ て SV 弄 毛 群 の 数 な 
ど に か な り の 変異 が ある . 他 の 2 種 に は , 過剰 刺 毛 は 見 出さ れ な い . また AG 腹 脚 外側 面 の 東毛 数 も 変異 が 大 き 
く , ヒロ オビ トン ボ エ ダ シャ ク で は 9<19 本 , トン ボ エ ダ シャ ク で は 7 11 本 で 左右 で 本 数 の 異な る 個体 も 多い . 
ウメ エダ シャ ク は 78 本 で 左右 同数 で ある . 外部 形態 に 関す る 限り , ウメ エダ シャ ク が 最も 変異 の 幅 が 小さ い . 











N 



























































Figs. 1 一 9. Last instar larvae: (1) Cystidia stratonice stratonice, lateral aspect; (2) C. truncangulata, 
lateral aspect; (3) ditto, dorsal aspect; (4) C. couaggaria eurymede, lateral aspect; (5) Planociampa 
modesta, I type, lateral aspect; (6) ditto, dorsal aspect; (7) ditto, II type, dorsal aspect; (8) P 
antipala, lateral aspect; (9) ditto, dorsal aspect. 
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" 5 メ L2 


Figs. 10—19. Last instar larvae: 


(10) Cystidia stratonice stratonice, head; (11) C. truncangulata, head; 
(12) C. couaggaria eurymede, head; (13) C. truncangulata, ocellar area; (14) ditto, labrum; (15) ditto, 


mandible; (16) ditto, two papilla-like structure on terminal lobe of maxilla; (17) ditto, spinneret and 
labial palpus; (18) ditto, anal proleg; (19) C. couaggaria eurymede, arrangement of setae L2 and L3 and 
sensory pore ML] on anal proleg. 
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Figs. 20—25. Last instar larvae, setal maps: (20—22) Cystidia truncangulata (EXT = extra seta); 
(23) C. couaggaria eurymede, subventral and ventral setae on 2nd abdominal segment; (24) C. stratonice 
stratonice, subventral and ventral setae on 2nd abdominal segment ; (25) C. truncangulata, anal shileld. 
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T! T2 


34 35 


Figs. 26—35. Last instar larvae: (26) Planociampa modesta, head; (27) P. antipala, head; (28) P. modesta, 
ocellar area; (29) P. antipala, ocellar area; (30) P. modesta, labrum; (31) P. antipala, labrum; (32) P. 
modesta, mandible; (33) P. antipala, mandible; (34) P. modesta, pro- and mesothorax; (35) P. antipala, pro- 
and mesothorax. 
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Figs. 36—42 Last instar larvae, setal maps: (36—37) Planociampa modesta; (38—39) P. antipala; 
(40) P. modesta, anal proleg; (41) P. antipala, anal proleg; (42) ditto, anal shield. 
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食性 の 面 で は , ヒロ オビ トン ボ エ ダ シャ ク と トン ボ エ ダ シャ ク が 明らか に ツル ウメ モドキ 強く 依存 し て いる の に 
対し , ウメ エダ シャ ク は ニシ キ ギ 科 か ら 記 録 さ きれ て は いる が , むし ろ バ ラ 科 と の 関連 が 深い と 考え られ る . また 前 
2 種 が 単 食 性 ~ 究 食性 で ある の に 対し , ウメ エダ シャ ク は 7 科 ( に こわ た る 植物 を 食 樹 と し て いる . 





Planociampa 属 の 幼虫 


わが 国 の Planociampa 属 に は , P. modesta Butler ホソ バト ガリ エダ シャ ク と , P. antipala Prout ヒロ バト ガリ 
ェ ダ シャ ク が いる が , 以前 は 両 種 が 混同 され て いた . 筆者 の 一 人 中 島 (1970) は 両 種 の 食 樹 に つい て 報告 し , ホソ 
バト ガリ エダ シャ ク に つい て は さら 追加 報告 (中 島 , 1971 b ) を し た . 2 種 の 幼虫 は 外見 上 明瞭 に 区 別 で きる 
が , 既に 報告 (中 島 , 1971a) し た よう に ホソ バト ガリ エダ シャ ク で は , 全体 が 緑 白 色 の 幼虫 opm c, E 
REARE OY mASHSU 5 fd (I 型 ) と 2 型 が ある . 











Genus Planociampa Prout, 1930 


頭 部 2 次 刺 毛 は な く 1 次 刺 毛 は 明瞭 に 生じ る . RIE, P2 は 副 前 額 縫 線 の 合わ さっ た 部 分 より 上 部 に 生じ る . Hl 
Æ PI は AF2 より 下部 で , P2 と A2 を 結ぶ 線 よ りや や 内 側 か 一 直線 上 に ある . また A2 より P2 に 近い 位置 に あ 
2. WWE A2 は F1 と 同じ 高 さ か , や や 上 方 に 生じ , P1・P2 より や や 外側 に 生じ る . HE A3 は AFL より [方 
に あり , A2 より LI に 近い 位置 に ある . L1・A3・A2 の 各 刺 毛 を 結 全線 は 一 直線 を な すか , A3 が や や 内 側 : に あ 
5. 刺 毛 A1 は A2・P1・P2 より 外側 に 生ずる . V 刺 毛 群 は 3 本 生じ , Pb は 生ずる 場合 が 多い が , 認め が た い 個 
体 も あり , 位置 は 変異 が 多い . 

nas 上 居 ほ 中 央 の 切れ と み は 約 5/13. 表面 に は 中 央 部 (に 3 対 (MI~M3) , 側面 に 3 対 (LI—L3) の 東毛 が 生 
じ , LI, L2, M2 は 他 の 3 刺 毛 より か な り 大 きい . 裏面 に は 3 対 の 上 咽頭 刺 所 を そなえ , 外側 の 1 本 は 他 の 2 本 よ 
り 細く , 先 が 和 失 が り , 上 情 縁 より 突き 出る . 一 番 内 側 の も の は 上 情 縁 に 達する こと と は な い が , 中 央 o60lx Eg 
に 達する か , 突出 する . 大 腸 は 10 本 の 末端 晋 を も つ . 

胴 部 2 次 刺 毛 は な く , 一 部 の 刺 毛 を 除い て 一 次 刺 毛 は 明瞭 に 生じ る が , 還 一 次 刺 毛 の L2・L3 は T2 と T3 に , 
L3 は Al—A8 の 各 環 節 に 生じ , A7・A8 に 1 本 ある . また Al~A6 各 環 箱 に は さら に L4 を そえ る . WU: 
Tl の 刺 世 D1 は XDI の 背 方 に 生じ , D2 と 環 節 縁 か ら 同 じ 距離 に あり , 共に 気 門 の 直 背 方 と に ある . WE D2 は 
XD? より や や 背 方 か 同じ 高 さ に 位置 する . HAE XDI と DI の 間隔 は XD2 と D2 に 等 し い . WE L2 は LI 
の 少し 腹 方 で 後方 に 生じ る . SV WER, TI で 2 本 , T2 で は 1 本 生じ る . T2- T8 ORE SD2 は D1- D2- 
SD2 より 前 方 に 生じ る . WE L3 は LI より 背 方 で 他 の 刺 毛 より 後方 に 位置 する . WE LI は L2 と SD2 を 
結ぶ 線 よ り 前 方 に あり , L3 より L2 に 近い 位置 に ある . 徴 小 刺 毛 群 は , TI の MXDI, T2 の MDI, MSD1, 
MSD2 は 生じ る が , ホソ バト ガリ エダ シャ ク の MSD 群 は 認め に くい 個体 も ちあ る. また MSD2 は 刺 毛 が な く 
微小 回 部 (porose area) の み と な る も の も ある . 腹部 : Al て A8 各 環 節 の 刺 毛 SD2 は 欠け る 場合 が 多く , 生じ 
る 場合 で も 非常 に 微小 で ある . し か し 刺 毛 が 欠け る 場合 で も 微小 凹部 が あり , 位置 は 明瞭 で ある . A2—AT7 各 環 節 
ORE DI と SDI は 環 節 緑 より 等 距離 か , わずか に 前 方 に ある . Al と A8 OW D1 は , SDI よら 後方 で 気 
門 の 直 背 方 に 位置 する . A2~A7 の 各 環 節 で は 気 門 の 前 方 に 生じ る . D2 と Ll は 各 環 節 で 環 節 縁 か ら 等 距離 に あ 
る が , A7・A8 で は D2 が 後方 に な る 場合 が 多い . RZ D1・SD1・L2 は Al~A8 各 環 節 で ほぼ 一 直線 上 に 並 
A. WE LI は Al で は 気 門 の すぐ 後方 に 位置 し , Al~A8 KRET D2 と L2 を 結ぶ 線 より 後方 に 位置 す 
る . また Al—-AT 各 環 節 で は D2 と L3 を 結 全線 より 前 方 に 生じ る . 刺 毛 L2 は Al で は SDI より 前 方 に あ 
り , A2—A8 で は 後方 に ある . WREN, Al~A8 の 各 環 節 で MDI, MV3 が 生じ る が , ホソ バト ガリ エダ シ 
ャ ク で は 認め に くい 場合 が 多い . 尾 脚 上 の 刺 毛 L2 は LI と L3 を 結ぶ 線 の わずか 前 方 に 位置 する . MLI は L3 
より L2 に 近い . 肛 上 板 は DI が L2 より 内 側 に 生じ る . 
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Planociampa modesta Butler ホソ バト ガリ エダ シャ ク (Figs 5—7) 


体長 約 30 ン 35mm. 
1. 外部 形態 
頭 部 ・ 1 次 刺 毛 は 明瞭 で ある が , 比較 的 細い . WE A2・P1・P2 は は 直線 上 (に な る 場合 が 多く , Aa・Pa は 





I 型 の 幼虫 で は 明瞭 に 認め られ る が , TL 型 で は 認め に くい 場合 が 多い .[ y : PEDRE M2 I MI より 下 に 位置 
U, Ll は L2 より 外側 で M2 と 同じ 高 さ か や や 下 に ある . 刺 毛 L2 は M2 より 下 に 生じ , 次 種 の よう に 同じ 高き 
に な る と と は な い . 大 腸 の 未 端 歯 は 10 本 で , 1 一 3 歯 は 他 よ り 大 きく 2 歯 は と が ら な い . 3 歯 は 平ら で 幅広 い . d 
部 : TI OWE SDI と SD2 は 気 門 と XD2 と の 中 間 か 背 方 に 位置 し , SD2 は 細長 い 東毛 と な る . BEER 
T] の MXD1 と T2 の MDI- MSDI-: MSD2 は 生じ る が , 高 倍率 で な いと 認め が た い . HE LI は , A2~A8 
各 環 節 で は 次 種 に 比較 し て 気 門 の 腹 方 に 位置 し , AI~AT 各 環 節 で D2 と L3 を 結 父 線 の 前 方 に あり , A8 で は 一 
直線 上 に 並ぶ か , Ll が や や 前 方 に 位置 し て いる . WE L4 は , AL~A? の 各 環 節 で L2 より 後方 に ある が , A6 

で は 前 方 に な る 場合 も あり 多少 変動 が ある . また Al~A6 DART L4 は 気 門 の すぐ 腹 方 に あり , A7 で は 気 門 
の 後方 に と ある. 微小 刺 毛 MV3 は 生じ る が , 微小 凹部 と な る 場合 も ある . WS OME VI は , SVI ・SV3 
より や や 小さ いか 同じ 位 の 大 き さ の 東毛 で ある . 尾 脚 上 の 刺 毛 は 全て 同じ 位 の 大 き さ で , CP1・L2・CD2 は 一 直 
線上 に 位置 する . 

2. 体 色 斑紋 

前 述 し た よう に 2 つの 体 色 型 が あら われ る が , 既報 (中島, 1971 a ) に な ら っ て , 緑 白 色 の 個体 を 型 , 背面 に 
吐 柴 色 の 帯 が 生じ る 個体 を TL 型 と し て 記す . 
1 型 : 頭 部 は 黄 白 多 で , 体 は 緑 白色 で 特に 白色 を お びる 個体 も も ある. また 全体 に 黄色 が 強く , WR, USER, 気 
I'd Egg, 気 門下 線 が 黄色 に あら われ , 特に 気 | Eus 気 門下 線 が 太く 生じ , A6—A9 で は 各線 が 消失 する 場合 も あ 
る . TW: RAAE. 腹部 側面 は 黄 白 色 で , (AMAR CHIT IL SDS, 背 線 お よび 軒 背 線 の 部 分 が 色 が ぬけ 
る 場合 も ある . また 気 門 の 下 の 部 2 ere 場合 も あり , その 時 は 胸部 お よび A6 oS IRAE 
A 









































ám. 
3. 所 検 標本 

多摩 丘陵 (東京 都 ) : 3 .V.1962 (5 個体 ), 3 .V.1969 (2), 15.V.1971 (2), 29.IV.1972 C1), 29.1V.1973 (2); 
以上 中 鳥 採集 . 弥彦 山 (新潟 県 弥彦 村 ) : 11.V.1974 (5) ; 佐藤 採集 . 

4. 生態 に 関す る 知見 

食 樹 と し て は , 次 の 3 科 3 種 の 植物 が 記録 きれ て いる . 

食 樹 (Host plants) : Carpinus laxiflora Blume アカ シ デ (カバ ノ キ 科 ) CHE, 1971 b) , Quercus serrata Thunb. 
コナ ラ (熊倉 , 1956), Q, acutissima Carr. クヌギ (河田 , 1959), Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ (熊倉, 
1956) (以上 ブナ 科 ) . Malus pumila Mil. リン ゴ (氏家 , 1965) (32 科 ) Rhododendron Kaempferi Planch. ヤマ ツ 
ッ ジ の 花 CBE, 1974) (ツツジ 科 ) . 

周年 経過 を みる と , TRAL, 3 月 下旬 ~4 月 の 早 券 に 成虫 が 羽化 する .、 4 月 下旬 に 産卵 し , 4 月 下旬 一 5 月 
Eücle, 約 2 週間 の 幼虫 期間 を 経て 5 月 中 下旬 に 踊 化し その まま 越 夏 , BATS. 幼虫 は 若 令 か ら 単 独 に 葉 
上 で 生活 し , 老 熟 する と 年 中 に も ぐり 粗 貢 を つく り 遇 化す る . 























Planociampa antipala Prout ヒロ バト ガリ エダ シャ ク (Figs. 8, 9) 


(ARE 35~40mm., 

1. 外部 形態 

頭 部 : 1 次 刺 毛 の み で , 刺 モ の 基部 は 太く 先端 は 細く 鋭く な る . 球 毛 配列 は 前 種 と ほとん ど 差 が な い が , LI が 
前 種 に 比べ て や や 上 に 生じ , Pl と ほぼ 同じ 高き さか や や 上 に 位置 する . OF: ERORE MI・M2 は L2 と ほ ば 
同じ 高き で ある . WE LI は L2 の 外側 で , L2・M2・M1 より 高い 位置 に 生じ る . APRIL LO 本 の 末端 歯 を も ち , 
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1 一 3 歯 は 他 の 歯 よ り 大 きく , 1 ・2 歯 は 先 が 失 が り , 3 歯 は 最も 幅広 い . 胴 部 : T] OWE SV1・SV2 は 同じ 
隆起 上 に 生じ る . WE XDI- XD2 の や や 用 方 の 後方 部 に 微小 凹部 の 生じ る 場合 が ある . T2- T3 OF L1- 
SVI は 他 の 刺 毛 より 大 きい . TI OWE SD1 と SD2 は 気 門 と XD2 の 中 間 か 腹 方 に 位置 する . WE SDI は 太 
く , SD2 は SDI より 長い 場合 も ある が , SDI より 太く な る と と は な い . WE LI は , Al で は 気 門 の すぐ 後方 
に あり , AL~AS 各 環 節 で は 後方 で Al より や ゃ 用 方 に 生じ , A6—A8 各 環 節 で は 気 門 よ り 腹 方 に 位置 する . WE 
L4 は A6 を 除く Al 一 A7 ERC L2 の 後方 に 生じ , Al~A6 の 各 環 節 で は 気 門 の 少し 前 方 , A7 で は 気 門 の 本 
腹 方 に 位置 する . 微小 刺 毛 群 MD1・MV3 は , AI~A7 の 各 環 節 に 生じ る . KE LOW, CDI 以外 は 全て 黒 
色 帯 の 中 に 生じ , 胴 部 の 刺 毛 より 大 きい . 刺 毛 L2 は CPI と CDI を 結ぶ 線 よ り 少し 腹 方 に ある . 

2. 体 色 斑紋 

頭 部 黄 褐 色 で 前 面 左右 に 大 き な 黒色 紋 が ある . と の 紋 は 刺 毛 Pl を と り ま く が , さら に P2・A2・A3 を 含む 大 
き な 紋 に な る 場合 も ある . 胴 部 は 側線 より 背 方 の 背面 は 白色 で , 側面 ( 亜 基 節 域 と 基 節 域 ) は 黄色 で 側線 ・ 気 門 上 
線 ・ 気 門 線 は 黒色 で 特に 側線 は 太く 連続 し て いる . また 気 門 上 線 ・ 気 門 線 は 不 連続 で , 腹部 で は 気 門 の 付近 で 融合 
し て 斑紋 状 に な る 場合 が 多い . 気 門下 線 も 黒色 の 帯 が 不 連 続 に 生じ る . 腹面 に も 連続 する 3 本 の 黒色 帯 生じ る . 
TI の 全て の 一 次 刺 毛 こと , T2・T3 OWE DI と D2 を 除く 刺 毛 の 基部 は 黒色 紋 と な る . 尾 脚 に は 縦 の 黒色 帯 が 3 
本 ある . 

3. 所 検 標本 

高尾 山 (東京 都 ) : 16.V.1962 (2 個体 ) 多摩 丘陵 (東京 都 ) : 12.V.1963 (1 ) HALL (群馬 県 ) : 10.VI. 1973 

(1 ) 栃 谷 (東京 都 ) : 12.V.1974 (3) 以上 中 島 採集 

4. 生態 に 関す る 知見 

食 樹 と し て は 既に 4 科 4 種 が 記録 され て お り , さら に 本 報 で アケビ (上 述 の 栃 谷 産 ) を 新た に 記録 する . 

食 樹 (Host plants) : Quercus acutissima Carr. クヌギ (FFB) (河田 , 1959). Zelkova serrata Makino ケヤキ 
(ニレ 科 ) CUA, 1969), Prunus sp. サク ラ (バラ 科 ) CLA, 1969). Broussonetia Kazinoki Sieb. コウ ゾ (クワ 科 ) 
(徳永 ・ 矢 崎 , 1972), Akebia quinata Decne. アケビ (アケビ 科 ). Rhododendron japonicum Suringer レン ゲ ツ ツジ 
( ツ ッ ジ 科 ) GRE, 1970). 

周年 経過 は は ほ ば 前 種 と 同じ だ が , 成虫 お よび 幼 貝 の 出現 が 多少 遅い よう で ある . 


























種 の 検索 表 


I. 頭 部 は 無 紋 . 上 唇 の 刺 毛 L2 は M1・M2 の 下方 に ある . Tl ORE SV1, SV2 は 癒 上 に 生じ な い . T2・T3 
DRE SD1 は , Dl の 直 腹 方 か や や 前 方 に ある . A3 一 A5 OWE LI は 気 門 より 腹 方 に ある . ......R. modesta 
V. 頭 部 に 大 き な 黒 斑 を そなえ る . 上 情 の 刺 毛 L2 は MI・M2 と 同じ 高 さ か 上 方 に ある . Tl の 刺 毛 SV1・SV2 
は 同一 の 疹 上 に 生ずる . T2- T3 ORE SD1 iX, DI の 腹 方 で や や 後方 に ある . A3 一 A5 ORE LI は 気 門 
UP TER PST E TETTE ETT TET Ter P. antipala 





ま c 5 


以上 本 報 で は 日 本 産 Planociampa 属 2 種 の 幼虫 を 記載 し , その 異同 を 明らか に し た . MMOH Is MAC ERIC 
区 別 で きる が , ホソ バ ト ガ リエ ダシ ャ ク は , 個体 変異 が 多く 色彩 の 変異 も 多い . 本 報 で は 色彩 の 典型 的 な 2 型 を 示 
し た . 外部 形態 は 基本 的 に は 同じ で ある が , 検索 表 に 示し た よう に 若干 の 相違 が み ら れ る . 食性 は 両 種 と も 多 食性 
の 傾向 を 示し, 周年 経過 は 共に 年 1 化 春 に の み 出 現し , MTRT. 
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Summary 


Up to the present we have attempted the taxonomic study of the larvae of Japanese Geometridae. We will 
publish results of our studies on the group or species whose investigations have been made. 

In this paper we described the mature larvae of all the species of the genera Cystidia Hübner and Planociampa 
Prout, occurring in Japan. In the larval description the nomenclature used for thesetaeis that of Hinton (1946), 
except that a seta on the first seven abdominal segments is called L4 (according to Dugdale, 1961, and agreeing with 
lambda of Fracker, 1915). Individual segments of thorax and abdomen are briefly referred to as T1 to T3 and Al 
to AIO respectively. 

Genus Cystidia Hübner, 1822 

Vestigial prolegs usually present on A5, and in some species also presenton A4. Subventral setal group bisetose 
on Al, trisetose on A2 to A5 and unisetose on A7 to A9, but in truncangulata the number of these setae varies indivi- 
dually in A4, A5 and A7, as shown in table 1. Ventral proleg of A6 with 7 to 13 external setae. Mesoseries of 
crochets of ventral and anal prolegs interrupted in the middle, the median crochets being rudimentary. 

Key to species 
1. Seta P1 below level of the meeting point of coronal and frontal sutures; cuticle of body wrinkled in annulets 
in each segment; vestigial prolegs usually present on A4; sensory pore ML1 on anal proleg much closer to 
seta L3 than to L2 eS EE EE EE C. couaggaria eurymede 
l^ Seta Pl almost on a level with or distinctly above level of the meeting point of coronal and frontal sutures; 

cuticle of body almost smooth; vestigial prolegs usually absent or sometimes present on A4; sensory pore MLI 

on anal proleg almost half way between L2 and 19 2 
2 Seta P1 distinctly above level of AF2; adfrontal suture conspicuous ; seta SV2 on A2 distinctly anterior to the 
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imaginary line connecting SV1 and V1; vestigial prolegs sometimes present on A4......... C. stratonice stratonice 

2’ Seta Pl below level of AF2; adfrontal suture inconspicuous; seta SV2 on A2 slightly anterior to the imaginary 

line connecting SVI and V1; vestigial prolegs usually absent on A4............. ees C. truncangulata 
Genus Planociampa Prout, 1930 

Head setae A2, P1 and P2 arranged in nearly a straight line. Seta Pl below AF2 and closer to seta P2 than to 
Fl. Ventral proleg of A6 with four external setae. Mesoseries of crochets of ventral and anal prolegs similar to 
those of Cystidia. 

Mature larvae of P. modesta dimorphic in colour; one type: head yellowish white; body whitish green, with 
yellow dorsal, subdorsal, supraspiracular and subspiracular lines; the other: head brown; body yellowish white, 
with dark purple band on dorsal area. 

Key to species 
1 Head without marking; seta L2 on labrum below level of M1 and M2; setae SV1 and SV2 on T1 nearly flush 
with skin; seta SD1 on T2 and T3 directly below or slightly anteroventrad of D1; seta L1 posteroventrad of 
Spiracle on SERIE A SR SEE EE sR P. modesta 
l' Head with a large and blackish marking above on each side; seta L2 on labrum level with or above level of M1 
and M2; setae SV1 and SV2 on common tubercle; seta SD1 on T2 and T3 slightly posteroventrad of D1; seta 

Ll almost directly caudad of spiracle on A8 to AS P. antipala 
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